
農
みのり

と輝
ひかり

の大地―八幡平市

広
報

Oct. 2018

No.280

10

八
幡
平を
駆け上がれ

Hill

Climb

2018

【主な内容】新農業委員・農地利用最適化推進委員を紹介します（関連４～５㌻）

【表紙】

（関連２～３㌻）

農
みのり

と輝
ひかり

の大地―八幡平市

広
報

Oct. Oct. 20182018

No.No.280280

1010

八
幡
平

八
幡
平を

八
幡
平
駆け上がれ

Hill

Climb

2018

【主な内容】新農業委員・農地利用最適化推進委員を紹介します（関連４～５㌻）

【表紙】

（関連２～３㌻）



　

八
幡
平
の
雄
大
な
景
色
の
中
を

自
転
車
で
駆
け
上
が
る
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
大
会
「
八
幡
平
ヒ
ル
ク
ラ
イ

ム
２
０
１
８
」（
実
行
委
員
会
主

催
）
が
９
月
２
日
、
市
内
で
初
め
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
２
０
１
人
が
出

場
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
前
か
ら

山
頂
パ
ー
キ
ン
グ
手
前
路
側
帯
ま

で
の
約
19
㌔
の
メ
イ
ン
と
御
在
所

パ
ー
キ
ン
グ
ま
で
の
約
８
㌔
の
シ

ョ
ー
ト
の
２
コ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
、
経
験
者
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、

一
般
女
子
、
小
学
5
年
生
か
ら
中

学
生
ま
で
の
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
（
シ

ョ
ー
ト
と
メ
イ
ン
）
、
初
心
者
の
ビ

ギ
ナ
ー
（
シ
ョ
ー
ト
）
、
年
齢
別
の

一
般
男
子
の
計
11
ク
ラ
ス
で
競
い

ま
し
た
。

　

初
開
催
に
当
た
り
田
村
正
彦
市

長
は
「
記
念
す
べ
き
第
1
回
大
会

の
ス
タ
ー
ト
が
、
今
後
の
競
技
の

盛
り
上
が
り
、
大
会
の
発
展
に
つ

な
が
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま

す
」
と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　

曇
り
空
か
ら
時
折
晴
れ
間
を
の

ぞ
か
せ
る
天
候
の
中
、
ク
ラ
ス
ご

と
に
５
分
間
隔
で
ス
タ
ー
ト
。
急

勾
配
で
は
顔
を
ゆ
が
ま
せ
な
が
ら

も
、
ゴ
ー
ル
後
は
皆
、
満
面
の
笑

み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
け
が
人
も
出
ず
、

無
事
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
ほ

っ
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
自
転
車
が
好
き
で
八
幡
平

を
走
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
こ
で
大
会

を
開
催
し
た
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
３
年
前
に
市
役
所
に
提
案
し
て

か
ら
、
昨
年
同
時
期
の
プ
レ
大
会
を
経

て
、
や
っ
と
今
年
開
催
に
こ
ぎ
着
け
ま

し
た
。

　

開
催
に
当
た
っ
て
は
、
十
分
な
告
知

が
で
き
な
か
っ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

参
加
し
て
く
れ
た
選
手
は
も
ち
ろ
ん
、

協
賛
各
社
や
道
路
の
使
用
を
許
可
し
て

い
た
だ
い
た
警
察
、
関
係
団
体
の
協
力

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

八
幡
平
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
は
す
ば
ら
し

い
景
色
、
コ
ー
ス
の
他
、
宿
泊
や
温
泉
、

食
事
な
ど
レ
ー
ス
以
外
も
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
大
会
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少

し
ず
つ
参
加
人
数
を
増
や
し
、
い
ず
れ

は
千
人
規
模
の
大
会
に
す
る
こ
と
を
目

標
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
作
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

全体の平均斜度 5．7％（上り6．8％・下り₄．₄％）、累積標高（全ての上りの合計）113₄㍍に挑みゴール目前のヒルクライマー

参加者に聞きました！

八幡平市で開催の全日本自転車

競技選手権大会2011に出場予定

でしたが、けがで欠場。やっと八

幡平市で走ることができ、優勝を

飾れてよかったです。序盤は勾配

がきついですが、最後はなだらか

でスプリント勝負が楽しめるお

もしろいコースでした。

八幡平のきれいな景色を楽しみ

ながらレースができました。勾

配もきつく好きなコースでし

た。来年も出場し、連覇を目指

して頑張ります。大会の開催を

重ね、観客の熱い声援が飛ぶ、

地域に根ざした大会となること

を期待しています。

自転車競技を題材にした漫画

「弱虫ペダル」の影響で自転車を

始めて1年ちょっとです。お年

玉を貯めて自転車を購入し、大

会出場は今回で3回目。平日は

3本ローラー、週末は近所の夏

油高原で練習しています。来年

もぜひ参加したいです。

ツール・ド・フランスをテレビ

で見たのがきっかけで、6年前

に自転車を始めました。八幡平

ヒルクライムのコースは勾配が

あり、距離も長くてきつかった

ですが、心地よい天候の中、美

しい景色の中を楽しみながら走

ることができました。

髙橋 義博さん

＝神奈川県＝

星 恵莉奈さん

＝宮城県＝

菊池 慎之介さん

＝北上市＝

大里 幸生さん

＝盛岡市＝

同実行委員会事務局長
伊藤 敬

たかし

さん

㈱ジープラス代表取締役

い
ず
れ
は
東
北
屈
指
の
レ
ー
ス
に

【大会記録】　優勝者のみ掲載、敬称略

※（S）はショートコース

クラス 氏名 住所 記録

エキスパート 髙橋 義博 神奈川県 0：5₄：09

男子Ａ（中学卒業～29歳） 小池 卓慎 青森県 0：58：06

男子Ｂ（30歳～39歳） 工藤 俊平 宮城県 0：57：28

男子Ｃ（₄0歳～₄9歳） 高橋 美文 北上市 0：58：12

男子Ｄ（50歳～59歳） 伊藤 敦弘 宮城県 1：00：25

男子Ｅ（60歳以上） 杉本 正寿 秋田県 1：06：5₄

一般女子 星 恵莉奈 宮城県 1：03：06

ジュニア男子 菊池 慎之介 北上市 1：10：59

ジュニア男子（S） 伊藤 和飛 雫石町 0：₄5：02

ビギナー男子（S） 藤原 拓 盛岡市 0：37：10

ビギナー女子（S） 内藤 佐知子 盛岡市 0：₄6：57

八幡平を駆け上がれ

ヒルクライム大会初開催

記念すべき第１回大会で最初にスタートしたエキスパートクラスの精鋭。標高差1083㍍を駆け登りますゴール！登った後の達成感がヒルクライムの醍醐味
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　改正された農業委員会等に関する法律が平成28年4月1日に施行され、改正法に基づく新たな農

業委員と農地利用最適化推進委員が選任されました。

　新農業委員と農地利用最適化推進委員の任期は9月1日から３３年８月 ３1日までの3年間です。

■問い合わせ先　農業委員会事務局（☎・内線1３51)

髙橋　由
よしのり

則（71）
＝椛沢＝

古川　美
み え こ

枝子（59）
＝大花森＝

藤原　純
じゅんこ

子（50）
＝舘腰＝

松村　勝
かつひこ

彦（62）
＝両沼＝

竹田　和
か ず お

夫（5₄）
＝中関＝

伊藤　友
ゆ み

美（36）
＝高宮＝

菊田　健
た け お

生（5₄）
＝両沼＝

中村　一
かずひこ

彦（6₄）
＝荒木田＝

藤村　勇
ゆうぞう

三（62）
＝畑１区＝

立柳　優
まさる

（66）
＝上野駄＝

小山田　和
かずよし

義（68）
＝浅沢第１＝

髙橋　正
ま さ し

志（69）
＝南平笠＝

國
く に し

司　功
いさお

（₄6）
＝中平笠＝

大森　直
な お こ

子（₄6）
＝荒屋＝

熊澤　威
たけひと

人（₄0）
＝川原目＝

三浦　美
み え こ

恵子（61）
＝大石平＝

日戸　重
し げ お

雄（68）
＝渋川＝

農業委員・農地利用最適化
推進委員を紹介します

新

山本　範
の り お

夫（67）
＝舘市＝

会　

長

石羽根　正
ま さ し

志（66）
＝南寄木＝

会
長
職
務
代
理
者

立花　忠
ただひこ

彦（50）
＝畑１区＝

羽澤　敦
あ つ し

志（69）
＝五日市２区＝

工藤　弘
ひろみち

道（67）
＝苗石田＝

齊藤　政
ま さ み

身（69）
＝日瀬通＝

種市　幸
さ ち お

雄（72）
＝新町中央＝

米田　公
ひろあき

明（71）
＝野駄＝

髙橋　栄
えいえつ

悦（63）
＝南寄木＝

髙橋　憲
けんいち

一（66）
＝寄木新田＝

髙橋　和
か ず お

夫（66）
＝北寄木＝

髙橋　正
しょういち

市（65）
＝上寄木＝

田村　紀
のりひこ

彦（56）
＝寺田＝

田村　保
やすぞう

造（63）
＝わし森＝

髙橋　光
みつひろ

廣（66）
＝上野駄＝

伊藤　勇
ゆういち

一（70）
＝南寄木＝

米田　正
しょうえつ

悦（7₄）
＝中沢＝

工藤　友
とものり

則（68）
＝仲町＝

八角　善
ぜんえつ

悦（6₄）
＝山崎＝

髙橋　末
す え じ

治（73）
＝大久保＝

中村　政
まさひろ

宏（6₄）
＝荒木田＝

齋藤　德
とくしげ

重（70）
＝寺田＝

工藤　孝
た か お

雄（65）
＝高宮＝

工藤　廣
ひろみち

導（69）
＝北村＝

田村　真
ま ゆ き

行（₄9）
＝岡村＝

田村　忍
しのぶ

（₄₄）
＝山子沢＝

鈴木　志
し が こ

賀子（65）
＝白屋＝

向久保　勉
つとむ

（53）
＝山後＝

工藤　正
ただし

（66）
＝中村＝

農業委員　19人（敬称略）

農地利用最適化推進委員　27人（敬称略）

　改正法により新たに設置された農地利用最適化推進委員

27人は9月3日、農業委員会から委嘱されました。

　農業委員と密接に連携しながら、担い手への農地集積・集

約、遊休農地の発生防止・解消、新規参入者の促進など、農

家との話し合いを通じて農地利用の最適化の推進に取り組

みます。

　農業委員会総会は9月3日、市役所で開かれ、農業委員の任期満了に伴い、新たな農業委員19人が市

議会の同意を得て市長から任命されました。また、同総会では、委員の互選により山本範夫委員が会長

に、石羽根正志委員が会長職務代理者に選出されました。

　農業委員は主に農地法、農業経営基盤強化促進法などに基づき、農地の賃借、売買、農地転用につい

て公正な審議・議決を農業委員会総会で行います。

0405 No.280 ◎2018．10．11



３
スリーアール

Ｒをライフスタイルに取り入れて

もったいないをカタチにしましょう

　資源を使って物を作り、人の生活は便利で豊かになりましたが、ごみは生活する上で必ず出るもの。

限りある資源を守り、自然環境を保つには、ごみの減量、リサイクルを通じて資源を大切にすることが

必要です。平成29年度の本市一人1日当たりのごみ排出量は、県内で4番目に多い量となっています。

「もったいない」という意識をもって、3Ｒ運動に取り組みましょう。

岩手県３Ｒ推進キャラクター

10月は３Ｒ推進月間
　3Ｒとは、Reduce（リデュース)、Reuse（リユース)、Recycel（リ

サイクル)の3つの単語の頭文字Ｒをとった言葉です。市民や事業

者、県や市が取り組み、将来にわたって豊かな生活を送ることがで

きる「循環型社会」を実現していくことを目指しています。一人一人

が3Ｒの取り組みを意識して心掛けていくことが、循環型社会の実

現に向けた大きな一歩になります。毎日の暮らしの中で、できるこ

とから始めてみませんか。3Ｒ運動の内容は次の通りです。

古着の回収へご協力ください

　県3Ｒ推進キャラクター「エコロル」ちゃんは9月

25日、世界遺産平泉ＰＲキャラクター「ケロ平
ひ ら

」君とと

ベルト、ネクタイなど❷

バッグ、かばん❸靴、スニー

カーなど

※❶・❷・❸ごとに透明な

ビニール袋に分けて回収

ボックスへ出してください。

●買い物にはマイバッグを持参し、

　レジ袋の利用は控えましょう

●食品は計画的に必要な分だけ購入

　しましょう

●好き嫌いなく、残さず食べましょう

●生ごみはしっかり水切りしましょう

●資源物は正しく分別して出しま

　しょう

●子ども会などの地域の集団回収に

　協力しましょう

●ペットボトルはキャップを取り、

　中を水洗いしてから出しましょう

●詰め替え容器（シャンプーボトルな

　ど）を使用しましょう

●マイボトルなど、繰り返し使える

　製品を使用しましょう

●いらなくなった衣類などは、必要

　な人に譲りましょう

ごみにしない・出さない

回収場所 受入日 受入時間

市清掃センター 月曜日から
金曜日

（土日、祝日
を除く）

８：30から
16：30まで

市役所本庁舎
西根総合支所
安代総合支所

８：30から
17：15まで

3Ｒ運動を多くの人に
広めたい！

Information

平舘保育園の園児たちが３Ｒを
「エコロル」と一緒に楽しく学ぶ

もに平舘保育園を訪問

し、ごみの減量の大切

さについて園児に呼び

掛けました。

　園児たちは、R
リ デ ュ ー ス

educe

の取り組みである食べ

残しをしないことを、

クイズやダンス、紙芝

居を通して楽しみなが

ら学びました。

educe（リデュース）educe（リデュース）R euse（リユース）euse（リユース）R
繰り返し使う

ecycle（リサイクル）ecycle（リサイクル）R
もう一度資源として活用する

■回収品目　❶衣類全般、

エコロルちゃんたちとダン
スを踊る園児たち

　

６
月
に
逝
去
さ
れ
た
松
尾
辰
男
氏（
77
）

＝
谷
地
中
＝
が
、死
亡
叙
勲（
旭
日
単
光
章
、

地
方
自
治
功
労
）を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
尾
氏
は
、
平
成
3
年
4
月
に
旧
松
尾

村
議
会
議
員
に
初
当
選
。
平
成
17
年
9
月

に
は
八
幡
平
市
議
会
議
員
と
な
り
、
平
成

18
年
4
月
ま
で
の
15
年
間
、議
員
を
務
め

ら
れ
、
地
方
自
治
の
発
展
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

松
尾
氏
の
功
績
に
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

死
亡
叙
勲

故
・
松
尾
辰
男
氏
に
旭
日
単
光
章

　

３0
年
度
地
域
お
こ
し
協
力
隊
辞
令
交
付

式
が
９
月
３
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
、
新
た

な
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
松
本
侑
子
さ

ん（
３0
）
に
田
村
正
彦
市
長
か
ら
辞
令
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
深
谷
市
出
身
の
松
本
さ
ん
は
、
専

門
学
校
を
卒
業
後
、
営
業
職
や
事
務
職
を
経

て
、
2
年
前
か
ら
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
し
て

活
動
。
企
業
の
コ
ラ
ム
を
書
き
、
主
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
記
事
と
し
て
紹
介
す
る
業
務

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
７
月
に
本
市

で
開
か
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座「
ス
パ

ル
タ
キ
ャ
ン
プ
」に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
協
力
隊
に
応
募
。
任
期
は
単
年
度
ご

と
の
更
新
で
最
長
３
年
間
と
な
り
ま
す
。
主

な
活
動
は
、
市
内
へ
の
移
住
・
定
住
を
Ｐ
Ｒ

す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
充
実
、
市
民
と
移
住

希
望
者
と
の
交
流
づ
く
り
な
ど
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

松
本
さ
ん
は「
八
幡
平
市
の
人
の
良
さ
、

自
然
の
豊
か
さ
に
引
か
れ
た
。
会
員
制
交
流

サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）を
活
用
し
て
市
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
た
い
」と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

田村市長と握手を交わす松本さん

ＮＥＷＳ＆ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

　同支部は生活環境の健全化促進を目的に昭和３5

年に設立。▶5月の大型連休前と盆前の７～８月

の2回、行政区ごとに道路の一斉清掃を実施▶道

路の環境悪化を未然に防ぐため、道路沿線の不法

投棄パトロールおよび啓発活動を年5回以上実

施－などの活動が評価されました。

　畑山支部長は「長年の活動を評価していただき

大変光栄です。道路沿いのごみは大きく減ってい

ないのが現状。活動の継続と環境美化の啓発に今

後も取り組んでいきたい」と力を込めました。

　平舘高PTAは８

月20日、佐賀県総合

体育館で開かれた第

68回全国高等学校

PTA連合会大会の

表彰式において、優

良PTA文部科学大

臣表彰に選ばれ、橋

本光幸会長へ表彰状

が手渡されました。

生徒と触れ合う活動が評価され

平舘高PTAに文部科学大臣表彰
長年の道路環境美化活動がたたえられ

市公衛連に国土交通大臣表彰

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

新
た
に
松
本
侑
子
さ
ん
が
加
わ
り
ま
し
た

　同PTAは生徒の活動支援と交流を目的に▶年

2回の登校時一声あいさつ運動▶校舎花壇の環境

整備活動▶体育祭で生徒に郷土料理「ひっつみ」の

振る舞い▶平舘高文化祭「紫薫祭」で餅つき体験や

農産物販売コーナーを設置、運営－などの活動が

評価されました。

　橋本会長は「生徒への支援活動が評価され、受

賞につながったことがうれしい。今後も生徒と交

流を深めながら支援活動を続けていきたい」と抱

負を述べました。

　道路愛護団体など

に対する国土交通大

臣感謝状伝達式は８

月29日、エスポワー

ルいわて（盛岡市)で

行われ、市公衆衛生

組合連合会西根支部

の畑山勝美支部長へ

感謝状が手渡されま

した。

活動の継続を誓う畑山支部長大臣表彰を喜ぶ橋本会長
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◎
第
13
回
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会（
７

月
12
日
、
松
尾
総
合
運
動
公
園
）

【
男
子
】❶
内
田
剛こ

う（
ま
つ
お
ＧＧ
）❷
鈴
木
甲

き
の
え（

南
大

更
ＧＧ
）❸
山
口
力
男（
ま
つ
お
ＧＧ
）

【
女
子
】❶
伊
藤
宏
子（
南
大
更
ＧＧ
）
❷
田
村
敦
子

（
ま
つ
お
ＧＧ
）❸
高
橋
カ
ツ
エ（
北
鷲
会
ＧＧ
）

◎
第
13
回
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会（
７
月
29

日
、
ア
リ
ー
ま
つ
お
）

【
男
子
】▽
中
学
生　

❶
田
村
芳
樹
・
工
藤
信
太
朗

（
西
根
）❷
伊
藤
悠は

る

き己
・
松
尾
結ゆ

う生（
西
根
）❸
小
野

寺
騎き

ら良
・
工
藤
颯は

や

と斗（
西
根
第
一
）、
遠
藤
春は

る風
・

畠
山
大
地（
西
根
第
一
）▽
一
般　

❶
高
橋
憂ゆ

う

と人
・

本
間
和
也
（
協
会
）❷
小
野
寺
博
紀
・
高
橋
和
也

（
同
好
会
）❸
伊
藤
俊
輔
・
田
村
和
裕（
一
般
参
加
）

【
女
子
】▽
中
学
生　

❶
小
野
川
結ゆ

う

き貴
・
清
水
畑

詩し

お

ん桜（
西
根
）❷
仙
木
春
菜
・
石
引
彩
菜（
西
根
）❸

松
尾
美み

く紅
・
伊
藤
彩
奈（
松
尾
）、
遠
藤
一
花
・
伊

藤
光あ

り

さ咲（
西
根
第
一
）▽
高
校
生　

❶
角
掛
悠
夏
・

津
志
田
萌
（
西
根
中
・
西
根
第
一
中
）❷
立
花

未み

れ

い鈴
・
八
幡
珠じ

ゅ
あ
ん晏（
安
代
中
）❸
渡
辺
真
由
・
仙
木

亜あ

ゆ

み

結
美（
西
根
中
）、
伊
藤
瑠
那
・
三
浦
瑞
希（
安

代
中
）▽
一
般　

❶
田
村
奈
々
・
田
村
千
波
（
協

会
）❷
古
川
里
緒
菜
・
小
野
寺
ひ
と
み（
医
大
ク
ラ

ブ
）❸
岡
本
美
香
・
田
村
光
江（
同
好
会
）

【
混
合
】▽
壮
年　

❶
久
慈
康や

す

し支
・
田
村
由
美
子

（
同
好
会
）❷
遠
藤
耐
子
・
伊
藤
裕
司（
同
好
会
）❸

鈴
木
和
子
・
佐
々
木
仁（
協
会
）、
高
橋
優
・
吉
田

光
春（
協
会
）

◎
第
31
回
田
山
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
プ
大
会（
８
月
５

日
、
県
営
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
場
）

▼
ス
モ
ー
ル
ヒ
ル
▽
小
学
校
高
学
年　

❶
工
藤

琉る

か翔（
田
山
ス
ポ
少
）

◎
夏
季
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選
手
権
大
会（

７

月

22

日
、
田
山
射
撃
場
ほ
か
）

【
男
子
】▽
50
㍍
ラ
イ
フ
ル
伏
射
60
発　

❶
小
船

清
悦（
荒
沢
運
送
）

【
女
子
】▽
50
㍍
ラ
イ
フ
ル
３
姿
勢

１

２

０

発　

❶
坂
本
由
美
子（
県
体
協
）

◎
第
14
回
県
体
重
別
相
撲
選
手
権
大
会（
７
月
22

日
、
市
松
尾
相
撲
場
）

▼
団
体　

❶
八
幡
平
市
Ａ
［
古
川
大た

い
せ
い世
（
カ
ガ

ヤ
）
、
遠
藤
貴
幸（
テ
ン
ダ
ー
）
、
長
内
龍（
平
舘

高
）］

▼
個
人
▽
中
量
級　

❸
遠
藤
貴
幸
▽
重
量
級　

❷
長
内
龍

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
GP
第
１
戦（
７
月
22

日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ビ
ス
ワ
）

▼
個
人　

❻
小
林
潤
志
郎（
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
、

松
尾
中
卒
）

◎
サ
ン
ピ
ラ
ー
国
体
記
念
第
1６
回
サ
マ
ー
ジ
ャ

ン
プ
大
会（
７
月
29
日
、
北
海
道
・
名
寄
市
）

【
男
子
】　

❹
小
林
陵
侑（
土
屋
ホ
ー
ム
、
松
尾
中

卒
）

◎
宮
の
森
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
２
０
１
８
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
プ
大
会（
８
月
５
日
、
北
海
道
・
札

幌
市
）

【
男
子
】　

❸
小
林
陵
侑

◎
県
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選
手
権
大
会（
８
月
５
日
、

田
山
射
撃
場
ほ
か
）

【
男
子
】
▽
ラ
イ
フ
ル
伏
射
60
発　

❶
小
船
清
悦

（
荒
沢
運
送
）

【
女
子
】▽
ラ
イ
フ
ル
３
姿
勢
60
発　

❶
坂
本
由

美
子（
県
体
協
）

◎
第
14
回
県
体
重
別
相
撲
選
手
権
大
会（
８
月

８
～
９
日
、
宮
城
県
・
栗
原
市
）

▼
個
人
▽
２
年　

❺
松
浦
旬じ

ゅ
ん
や哉（

西
根
第
一
）
▽

３
年　

❺
松
浦
正せ

い

や弥（
西
根
第
一
）

◎
第
６5
回
県
相
撲
選
手
権
大
会（
８
月
12
日
、
県

営
武
道
館
相
撲
場
）

▼
団
体　

❶
八
幡
平
市

◎
第
53
回
全
国
高
専
体
育
大
会

◇
テ
ニ
ス（
８
月
21
～
23
日
、
熊
本
県
・
熊
本
市
）

【
男
子
】▼
個
人
▽
ダ
ブ
ル
ス　

❷
祖
利
目
大た

い
せ
い晟

（
一
関
高
専
・
松
尾
中
卒
）・
藤
村
ペ
ア

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
GP
第
５
戦（
８
月
24

日
、
長
野
県
・
白
馬
村
）

▼
個
人　

❶
小
林
陵
侑

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
GP
第
６
戦（
８
月
25

日
、
長
野
県
・
白
馬
村
）

▼
個
人　

❶
小
林
陵
侑

◎
第
45
回
東
北
総
合
体
育
大
会

◇
ラ
イ
フ
ル
射
撃（
８
月
24
～
26
日
、
宮
城
県
・

石
巻
市
）

【
女
子
】▼
成
年
▽
ラ
イ
フ
ル
３
姿
勢
60
発　

❶

坂
本
由
美
子

◇
相
撲（
８
月
25
～
26
日
、
宮
城
県
・
栗
原
市
）

▼
団
体
▽
少
年　

❷
岩
手
県
▽
総
合　

❸
岩
手

県▼
個
人
▽
少
年　

❷
長
内
龍

◎
第
６６
回
岩
手
地
区
中
学
校
陸
上
競
技
大
会（
８

月
28
日
、
県
営
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
）

【
男
子
】▼
１
０
０
㍍
▽
１
年　

❷
畠
山
悠ゆ

う（
西
根

第
一
）▽
３
年　

❸
阿
部
遼
大
朗（
松
尾
）

▼
１
５
０
０
㍍
▽
１
年　

❸
戸
津
大た

い

き輝
（
西
根
）

▽
２
年　

❷
工
藤
信
太
朗（
西
根
）

▼
１
１
０
㍍
ハ
ー
ド
ル
▽
学
年
共
通　

❸
立
花

柊（
西
根
３
年
）

▼
４
×
１
０
０
㍍
▽
低
学
年　

❸
西
根
［
畠
山

遥は

る

と斗（
１
年
）・
小
山
田
公ひ

ろ

と叶（
２
年
）・
越
田
信

平（
１
年
）・
伊
藤
聖
哉（
２
年
）］

▼
走
高
跳
▽
学
年
共
通　

❷
立
花
秀し

ゅ
う
や哉（

安
代
３

年
）❸
田
代
稀き

り里（
西
根
２
年
）

▼
棒
高
跳
▽
学
年
共
通　

❶
古
川
賛

た
す
く（

松
尾
３
年
）

▼
走
幅
跳
▽
学
年
共
通　

❶
安
保
瑠
粋（
安
代
３

年
）

▼
砲
丸
投
▽
学
年
共
通　

❸
澤
口
翔

か
け
る（
西
根
３
年
）

【
女
子
】
▼
１
５
０
０
㍍
▽
３
年　

❶
上か

み
た
い
ら
か
り
ん

平
香
凜

（
西
根
）

▼
走
高
跳
▽
学
年
共
通　

❷
佐
々
木
萌（
安
代
２

年
）

◎
第
1８
回
妙
高
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
プ
大
会（
９
月
２

日
、
新
潟
県
・
妙
高
市
）

【
男
子
】▼
成
年　

❹
小
林
潤
志
郎
❺
小
林
陵
侑

▼
少
年　

❾
小
林
龍
尚（
盛
岡
中
央
高
、松
尾
中

卒
）

◎
第
11
回
り
ん
ど
う
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会（
９
月
５
～
６
日
、
松
尾
総
合
運
動
公
園
）

【
男
子
】　

❸
佐
々
木
牧
男
❹
山
口
力
男

【
女
子
】　

❶
川
瀬
順
子
❷
伊
藤
宏
子

◎
県
高
等
学
校
新
人
大
会

◇
相
撲（
９
月
８
日
、
県
営
武
道
館
相
撲
場
）

▼
団
体　

❶
平
舘
高【
上
川
力
、
田
村
勇
希
、
桑

原
英
男
】

▼
個
人
▽
選
手
権　

❶
上
川
力
❷
桑
原
英
男
❸

田
村
勇
希
▽
１
０
０
㌔
級　

❶
田
村
諄

ま
こ
と（
平
舘

高
）▽
１
０
０
㌔
以
上
　
❶
桑
原
英
男
❷
田
村
勇

希
❸
上
川
力

◎
県
中
学
校
新
人
大
会

◇
相
撲（
９
月
８
日
、
県
営
武
道
館
相
撲
場
）

▼
団
体　

❷
西
根
第
一

▼
個
人
▽
２
年　

❸
伊
藤
憂ゆ

う（
西
根
第
一
）▽
軽

量
級　

❷
伊
藤
憂

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
GP
ジ
ャ
ン
プ
男
女
混

合
団
体（
９
月
８
日
、
ロ
シ
ア
・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
）

【
混
合
】　

❶
日
本（
小
林
潤
志
郎
ほ
か
）

各種スポーツ大会成績
（敬称略、●内の数字は順位） ■ 1００㍍

男
子

４年 藤澤蒼弥（大更） 15 秒 69

５年 瀬川拓実（大更） 14 秒 78

６年 安保息吹（田山） 14 秒 54

女
子

４年 樋口瑞季（大更） 15 秒 37

５年 渡邊乃彩（田頭） 16 秒 01

６年 阿部美莉亜（柏台） 15 秒 09

■ ２００㍍

男
子

５年 瀬川拓実（大更） 30 秒 17

６年 安保息吹（田山） 30 秒 03

女
子

５年 関香里奈（田山） 33 秒 06

６年 佐々木遥生（安代） 31 秒 44

■ 1０００㍍

男
子

５年 伊藤飛我（大更） ３分36秒65

６年 三浦翔琉（田山） ３分29秒56

■ ８００㍍

女
子

５年 小山田凛花（安代） ３分00秒47

６年 佐藤茶芽（平笠） ２分57秒82

■ ８０㍍ハードル

男
子

５年 八幡悠斗（田山） 15 秒 78

６年 和井内海凪（田山） 15 秒 20

女
子

５年 関香里奈（田山） 16 秒 54

６年 吉田悠愛（田山） 16 秒 25

■４×1００㍍リレー

男
子

４年 大更 １分06秒69

５年 大更 １分01秒09

６年 大更 59 秒76

女
子

４年 大更 １分07秒99

５年 大更 １分05秒37

６年 平舘 １分01秒99

■走り高跳び

男
子

５年 羽沢友希（安代） １㍍ 10

６年 本堂楓（平舘） １㍍ 18

女
子

５年 渡辺は菜（平舘） １㍍ 02

６年 武田愛梨（大更） １㍍ 16

■走り幅跳び

男
子

５年 菖蒲澤一希（大更） ３㍍ 43

６年 工藤李空（柏台） ３㍍ 93

女
子

５年 三浦亜香（寄木） ３㍍ 20

６年 阿部美莉亜（柏台） ３㍍ 92

■ソフトボール投げ

男
子

５年 齊藤巧輝（田山） 49㍍ 34

６年 関口翔太（平舘） 56㍍ 30

女
子

５年 金田一愛唯來（大更） 30㍍ 38

６年 佐々木杏優（松野） 37㍍ 98

八幡平市小学校陸上競技会
　第14回市小学校陸上競技会は９月12日、市総合運動公園多目

的運動広場で開かれました。

　今大会では、大会新記録の達成はありませんでしたが、各学

校から選ばれた選手は、学校の仲間や父母からの声援を受けな

がら、自己ベスト更新を目指し全力で競技に臨みました。

　各種目の優勝者のみ掲載します（敬称略）。
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市
は
、
通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
交
付
に
限
定
し
た
休
日
臨
時
開
庁
を

実
施
し
ま
す
。

　

休
日
臨
時
開
庁
時
の
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
受
け
取
り
は
、
来
庁
日
前
々
日
ま
で
の

予
約
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

10
月
28
日
㈰
と
11
月
10
日
㈯
の

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
戸
籍

住
民
係
（
☎
・
内
線
１
０
６
４
）

通
知
カ
ー
ド
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
限
定
休
日
臨
時
開
庁
実
施

　

市
は
、
田
山
ス
キ
ー
場
の
臨
時
従
業
員

を
若
干
名
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
職
種　

❶
リ
フ
ト
管
理
従
事
員
❷

リ
フ
ト
券
販
売
兼
施
設
清
掃
員

■
応
募
資
格　

昭
和
28
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人

■
任
用
期
間（
予
定
）　

12
月
1
日
㈯
か
ら

平
成
３1
年
３
月
３1
日
㈰
ま
で　

※
積
雪
な

ど
の
自
然
条
件
に
よ
り
期
間
を
短
縮
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
間　

10
月
15
日
㈪
か
ら
26
日
㈮

ま
で

■
申
し
込
み
方
法　

安
代
総
合
支
所
・

田
山
支
所
の
窓
口
に
備
え
付
け
の
「
申
込

書
・
履
歴
書
」を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

安
代
総
合
支
所
（
☎

７
２
・
２
１
１
１
・
内
線
３
１
２
１
）

田
山
ス
キ
ー
場
で
働
く

従
業
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
は
、
空
き
家
の
管
理
に
お
困
り
の
所

有
者
を
支
援
す
る
た
め
、
管
理
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
登
録
情
報
は
空

き
家
の
管
理
に
お
困
り
の
所
有
者
や
管
理

者
へ
提
供
し
、
適
正
管
理
を
促
し
ま
す
。

■
登
録
で
き
る
事
業
者

❶
市
内
に
本
店
、
支
店
、
営
業
所
お
よ
び

事
務
所
を
有
し
て
い
る
。

❷
法
令
、
条
例
な
ど
の
規
定
に
よ
り
許
可
、

認
可
、
届
出
な
ど
を
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ

ス
に
あ
っ
て
は
、
当
該
許
可
な
ど
が
あ
る
。

❸
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
。

■
サ
ー
ビ
ス
の
種
類　

次
に
掲
げ
る
サ
ー

ビ
ス
の
う
ち
１
つ
以
上
を
実
施　

▼
内
外

の
点
検
▼
換
気
お
よ
び
通
水
▼
敷
地
内
の

除
草
ま
た
は
樹
木
の
剪

せ
ん
て
い定
▼
小
修
繕
▼
家

財
の
処
分
▼
そ
の
他
適
切
な
管
理
に
関
す

る
こ
と

■
申
請
方
法　

申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を

防
災
安
全
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
必

要
書
類
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

空
き
家
の
管
理
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
登
録
制
度
を
開
始

　

市
は
、
左
表
に
示
す
市
営
住
宅
へ
の
入

居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
申
込
期
限
ま
で
に
必
要
書
類
を
建
設
課

に
提
出
し
、
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

10
月
26
日
㈮

■
申
込
書
の
配
布
場
所　

建
設
課
ま
た
は

西
根
・
安
代
両
総
合
支
所

■
問
い
合
わ
せ
先　

建

設

課

建

築

係

（
☎
・
内
線
１
３
０
６)

　

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

　

市
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
17
日
㈯
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

■
場
所　

西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

目
指
す
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
開
始
以
降
、
不
在

な
ど
の
理
由
で
返
戻
さ
れ
た
通
知
カ
ー
ド

を
保
管
期
間
経
過
後
、
廃
棄
処
分
し
ま
す
。

保
管
期
間
経
過
の
通
知
カ
ー
ド

個
人
番
号
カ
ー
ド
廃
棄
し
ま
す

　

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
き
、
市
内
の

一
定
面
積
以
上
の
土
地
を
取
得
し
た
場
合

は
、
契
約
日
か
ら
2
週
間
以
内
に
市
へ
届

け
出
が
必
要
で
す
。

■
届
け
出
が
必
要
な
土
地
取
引
の
面
積　

▼
都
市
計
画
区
域
用
途
指
定
区
域
の
場
合　

2
千
平
方
メートル
以
上
▼
そ
の
他
の
都
市
計

一
定
面
積
以
上
の
土
地
を
所
得

し
た
と
き
は
届
け
出
忘
れ
ず
に

　

市
は
、
市
民
を
対
象
に
糖
尿
病
の
原
因

や
予
防
法
、
食
事
の
取
り
方
、
運
動
の
方

法
な
ど
を
学
ぶ
糖
尿
病
予
防
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

分
か
り
や
す
く
学
べ
る

糖
尿
病
予
防
教
室
を
開
催

　

糖
尿
病
や
生
活
習
慣
病
の
こ
と
が
少
し

で
も
気
に
な
る
人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
28
日
㈬
・
１
月
18
日
㈮
の

各
日
午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で

■
場
所　

市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟

■
定
員　

40
人
（
各
日
）

■
申
込
期
限　

11
月
２
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
福
祉
課
健
康
推

進
係
（
☎
・
内
線
１
０
８
４
）

個人番号カードの受け取りに
必要なもの

表＿入居者を募集する市営住宅（全て風呂付き）

住宅名
募集
戸数

建設年度 間取り
単身
入居

仲町第ニ住宅 １戸 平成３年 3DK 不可

町裏第三住宅 １戸 平成８年 3DK 不可

時森住宅 ２戸 昭和56・57年 3K 可

曲田住宅 ３戸 平成元・２年 2LK 不可

※入居者は、住居に困っている度合いの高い人を優先し決定
します。順位を定めるのが難しい場合は、抽選で決定します。

■
問
い
合
わ
せ
先　

防
災
安
全
課
地
域
安

全
係
（
☎
・
内
線
１
２
６
２
）

日にち 内容

11
月
28
日
㈬

❶【講演】糖尿病の原因と毎日の食事　【講師】盛岡医療生協川久保病
院　糖尿病療養指導士　島田詩子氏
❷【体験発表】糖尿病性腎症CKD患者さんによる体験発表　【発表者】
岩手県腎臓病の会会員
❸【試食体験】糖尿病予防モデル献立　【食事の説明】岩手県栄養士会
会員
❹管理栄養士による個別栄養相談

１
月
18
日
㈮

❶【講演】生活習慣病の予防～糖尿病を中心に～　【講師】国保西根病
院　地域医療研修医
❷【運動】ちょっとした工夫で今日からできる！～血糖管理のための
運動の方法　【講師】いわてNPO－NETサポート　健康運動指導士　
菊池広人氏　※動きやすい服装・履物でご参加ください。

内容

▶基調講演

【演題】思い立ったら「まんず」行動

【講師】唄っこ踊りっこお楽しみ一座 座長 清水田ノブ氏

【聞き手】県立大学総合政策学部長 吉野英
ひ で き

岐教授

▶県男女共同参画サポーター講座受講者からの報告　

▶パネルディスカッション

【テーマ】地域を生きる 男女（おらほ）の活動

【コーディネーター】県立大学総合政策学部長 吉野英岐教授

【助言者】田村正彦市長

【パネリスト】寺田コミュニティセンター長 畠山城
し ろ し

司氏ほか

ま
た
、
受
け
取
り
に
来
ら
れ
な
い
個
人
番

号
カ
ー
ド
も
同
様
に
廃
棄
処
分
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
該
当
者
に
は
別
途
督

促
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
保
管

期
限
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
廃
棄
対
象
者

❶
通
知
カ
ー
ド　

平
成
３0
年
3
月
３1
日
ま

で
に
返
戻
さ
れ
て
き
た
も
の

❷
個
人
番
号
カ
ー
ド　

既
に
送
付
さ
れ
て

い
る
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）に
記
載
さ
れ

て
い
る
回
答
期
限
が
平
成
３0
年
3
月
３1
日

ま
で
の
も
の

■
保
管
期
限　

12
月
28
日
㈮　

※
廃
棄
後

の
通
知
カ
ー
ド
発
行
に
は
再
交
付
手
数
料

（
５
０
０
円
）が
必
要

■
受
け
取
り
に
必
要
な
も
の

❶
通
知
カ
ー
ド　

▼
本
人
確
認
書
類

※
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
以
外
は
委
任
状

が
必
要

❷
個
人
番
号
カ
ー
ド　

▼
本
人
確
認
書

類
▼
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
兼

照
会
書
（
督
促
）
▼
通
知
カ
ー
ド
▼
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人
の
み
）

▼
印
鑑

※
本
人
確
認
書
類
は
、
運
転
免
許
証
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
顔
写
真
付
き
）
、
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
官
公
署
発
行
の
顔
写
真

付
き
の
書
類
で
あ
れ
ば
１
点
、
そ
れ
以
外

で
あ
れ
ば
２
点
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
戸
籍
住
民
係

（
☎
・
内
線
１
０
６
４
）

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
振
興
課
生
涯
学

習
係
（
☎
・
内
線
１
１
４
１
）

　

市
は
、
農
業
者
年
金
制
度
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
に
従
事
す
る
皆

さ
ん
の
老
後
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
年

金
制
度
で
す
。
将
来
に
備
え
て
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

■
説
明
会
日
時
／
場
所　

11
月
７
日
㈬

①
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で
／
市
役
所
多

目
的
ホ
ー
ル
棟

②
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
／
安
代
総
合

支
所

■
加
入
す
る
た
め
の
要
件　

次
の
❶
か
ら

❸
の
全
て
に
該
当
す
る
農
業
者
。
農
地
を

持
っ
て
い
な
い
農
業
者
や
家
族
従
事
者
で

も
加
入
で
き
ま
す
。

❶
60
歳
未
満

❷
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
な
い
国
民

年
金
第
１
号
被
保
険
者

❸
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

■
問
い
合
わ
せ
先　

農
業
委
員
会
事
務
局

農
業
振
興
係
（
☎
・
内
線
１
３
５
２
）

農
業
者
の
老
後
を
サ
ポ
ー
ト

農
業
者
年
金
制
度
説
明
会
開
催

画
区
域
内
の
場
合　

5
千
平
方
メートル
以
上

▼
都
市
計
画
区
域
外
の
場
合　

1
万
平
方

メートル
以
上

■
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
財
政
課
秘
書
政

策
係
（
☎
・
内
線
１
２
１
４
）

市役所からのHOT LINE

1011 No.280 ◎2018．10．11



月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

市税納期（納期限11月₃0日）　固定資産税（第４期）、国民健康保険税（第５期）

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市 内 鹿角（市外局番 ₀₁₈₆）

西根病院（☎76︲3111） かづの厚生病院（☎23︲2111）

平舘クリニック（☎7₄︲3120） 長橋医院（☎23︲7612）

東八幡平病院（☎78︲2511） 大湯リハビリ病院（☎37︲3511）

森整形外科（☎76︲2318） 大里医院（☎22︲1251）

※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
︑エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組﹁
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
﹂を
放
送
し
て
い
ま
す
︒

休日当番薬局　　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市 内 鹿角（市外局番 ₀₁₈₆）

あさひ薬局西根中学校前店（☎70︲2311） 黒沢薬局（☎35︲3200）※日曜・祝日開局

白樺薬局（☎7₄︲3363） 村木薬局（☎22︲0372）※日曜開局

柏台薬局（☎71︲1001） 日本調剤薬局（☎30︲1193）

大更調剤薬局（☎70︲1320） ファーマックスかづの薬局（☎30︲0033）

あさひ薬局（☎75︲2227） 花輪調剤薬局（☎30︲0066）

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病 院 名 電話番号 病 院 名 電話番号

岩手県立中央病院（中央） 019︲653︲1151 盛岡赤十字病院（日赤） 019︲637︲3111

岩手医科大学付属病院（医大） 019︲651︲5111 川久保病院（川久保） 019︲635︲1305

もりおかこども病院（こども） 019︲662︲5656

▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。また、時間外
の受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障を来す
恐れがあります。まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。

▶症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科、小児科】へ
　盛岡市神明町 3︲29、盛岡市保健所（☎ 019︲65₄︲1080）

▶症状が重い場合　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診
療所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。夜間は 17：00 から翌
朝 9：00 まで。
　なお、土曜日の 13：00（祝日の土曜は 9：00）から 17：00 は、もりおかこども病院を
受診してください。

10月22日～11月18日

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相 談 名 日 時 場 所 担当（予約先）

盛岡消費生活センター
出前相談会（要予約）

11月６日㈫
13：00～16：00 市役所本庁舎

※　西根・安代両総合支所
でも対応可（予約時相談）

市民課
（☎・内線1066 ）くらしとお金の安心

相談会（要予約）
11月16日㈮
10：00～15：00

年金相談（要予約）
11月８日㈭
10：00～15：30

市役所多目的ホール棟
盛岡年金事務所

（☎019︲623︲6211）

人権相談（要予約） 要相談 要相談
市民課

（☎・内線1061 ）

岩手医大・県立中央病院の出張診療日

病 院 名 診 療 科 目 診 療 日 時

西根病院（☎76︲3111）

糖　尿　病 毎週火曜日　　　　　午前中

循　環　器 第２・４水曜日　　　10：00～

呼　吸　器 第３月曜日　　　　　1₄：00～

血　　　液 第３水曜日　　　　　1₄：00～

神　　　経 第３木曜日　　　　　1₄：00～

安代診療所（☎72︲3115） 内科・外科 毎週月・木曜日　　　午前中

※　西根病院の出張診療は、内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、次回か
ら予約受診になります。
※　診療日は祝日等により前後の週に変更する場合があります。電話で事前確認願い
ます。

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（医　大）

■博物館休館日
■ 平 舘 コ ミ セ ン ＝ 映 画 会　
10：30～11：30（平舘保育園）
■大更コミセン＝子ども映画
会　14：30～15：30

■図書館休館日
■図書館＝文学散歩　8：30～
17：00（二戸市）
■田頭コミセン＝成人講座「干
支のくるみ絵づくり」　9：00～
12：00
■博物館=歴史バスツアー　
9：00～16：00（市内）
■健康福祉課＝乳幼児健康相
談離乳食講習【受付】　9：30～
9：40（市役所多目的ホール棟）
■松尾コミセン＝手芸講座

「レジンでアクセサリー作り」　
10：00～12：00

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■寺田コミセン＝自然を歩こ
う「潮風トレイル」　6：30～
18：00（宮古市ほか）
■大更コミセン＝第４回大更
婦人学級講座　9：30～15：00
■体育協会＝安代地区ナイター
ビーチボール大会　18：50～
21：00（安代地区体育館）

■寺田コミセン＝子ども映画
会　15：20～16：00
■大更コミセン＝子ども映画
会　15：30～16：30（東大更学
童保育）

■大更コミセン＝第５回ふる
さとの歴史・文化財再発見講
座　8：30～16：00
■健康福祉課＝親子教室【受
付】　9：30～9：55（市総合運動
公園体育館）
■寺田コミセン＝幼児映画会　
10：00～10：30（寺田保育所）
■体育協会＝安代地区ナイター
ビーチボール大会　18：50～
21：00（安代地区体育館）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■健康福祉課＝もうすぐパパ
ママ教室【受付】　9：40～10：00

（市役所多目的ホール棟）
■松尾コミセン＝手芸講座

「レジンでアクセサリー作り」　
10：00～12：00

■図書館休館日（図書整理日）
■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　　
17：15～19：00（市民課）
■体育協会＝スポーツセミ
ナー「パフォーマンスを向上
させるためのコアトレーニン
グ・コンセプト」　19：30～
20：30（市総合運動公園体育館）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■田山コミセン＝鶴の舞橋・
津軽富士見湖トレッキング　
8：30～17：00（青森県鶴田町）
■松尾コミセン＝バランス
ボール体験講座　10：00～12：00
■ 健 康 福 祉 課 ＝ ▶ 献 血　　
10：00～12：00（積水メディカル
岩手工場）、14：00～16：30（東
八幡平病院）▶乳児健診【受付】　
13：00～13：15（市役所多目的
ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■大更コミセン＝大更・田
頭 コ ミ セ ン 合 同 視 察 研 修　
8：30～20：30（奥州市）
■健康福祉課＝３歳児健診

【受付】　13：00～13：30（市役
所多目的ホール棟）
■寺田コミセン＝健康体操
教室　13：30～15：00
■体育協会＝▶タグラグビー
教室　18：00～19：30（市総合運
動公園体育館）▶スポーツセミ
ナー「スポーツ現場における緊
急時対応計画」　19：00～20：30

（市総合運動公園体育館）

■広報はちまんたい発行日
■体育協会＝市民秋季グラ
ウ ン ド ・ ゴ ル フ 交 流 大 会　
8：30～12：00（ 松 尾 総 合 運 動
公園）
■寺田コミセン＝茶道教室
寺子屋　15：30～17：00

■体育協会＝市民秋季グラ
ウ ン ド ・ ゴ ル フ 交 流 大 会　
8：30～12：00（ 松 尾 総 合 運 動
公園）
■大更コミセン＝大更ふれあ
い 大 学「 ゲ ー ゴ ル ゲ ー ム 」　
10：00～12：00

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■ 図 書 館 ＝あみぐるみ教室　
10：00～15：00

■図書館休館日
■健康福祉課＝１歳児健診

【受付】　13：00～13：15（市役
所多目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書
13：00～14：50（荒沢地区）
■体育協会＝スポーツセミ
ナー「ジャンプ力を高めるため
に必要な要素とは」　19：00～
20：30（市総合運動公園体育館）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝▶２歳６カ月
児歯科健診【受付】　9：00～
9：15（市役所多目的ホール棟）
▶１歳６カ月児健診【受付】　
13：00～13：30（市役所多目的
ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書
12：00～14：35（田山地区）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～15：05（松尾地区内）
■体育協会＝タグラグビー教
室　18：00～19：30（市総合運
動公園体育館）

■寺田コミセン＝七時雨大
学　10：00～12：30
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：45（松尾地区内）

■大更コミセン＝第５回大更
婦人学級講座　10：00～13：00

小児救急病院
（こども／中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝ミニドック健
診【受付】　7：00～9：30（市役
所多目的ホール棟）
■地域振興課＝市芸術祭「舞
台部門（音楽発表）」　13：00～
16：00（西根地区市民センター）
■田山コミセン＝認知症高齢
者への声掛け練習会　13：30～
16：00
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■市役所閉庁日※ただし、市民
課はマイナンバーカード交付
業務限定で臨時開庁　9：00～
16：00
■体育協会＝ノルディック
ウォーキングツアー　9：00～
11：30（安比高原周辺）
■地域振興課＝市芸術祭「舞
台部門（芸能発表）」　10：00～
15：00（西根地区市民センター）
■図書館＝落ち葉がはこんで
くれたおはなし会　 10：30～
12：00、13：30～15：00

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番
薬局（市内）あさひ薬局西根中
学校前店・（鹿角）日本調剤薬
局

小児救急病院
（こども／医　大）

小児救急病院
（中　央）

■文化の日
■市役所閉庁日
■地域振興課＝▶市民憲章推
進大会　9：30～12：30（西根地
区体育館）▶市芸術祭「展示部
門」　10：00～16：30（西根地区
市民センター）
■図書館＝新刊子どもの本を
読む会　10：00～11：30
■田頭コミセン＝コミセンま
つり　10：00～16：00

■市役所閉庁日
■体育協会＝市クロスカント
リー・スポーツ少年団駅伝祭
り　8：50～12：30（松尾総合運
動公園）
■地域振興課＝市芸術祭「展
示部門」　9：30～16：00（西根
地区市民センター）
■田頭コミセン＝コミセンま
つり　10：00～15：00

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）長橋医院▶当番薬
局（市内）白樺薬局・（鹿角）黒
沢薬局

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）大湯リハビリ病院
▶当番薬局（市内）柏台薬局・

（鹿角）ファーマックスかづの
薬局

小児救急病院
（こども／医　大）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日※ただし、市民
課はマイナンバーカード交付
業務限定で臨時開庁　9：00～
16：00
■松尾コミセン＝松尾地区ふ
れあいまつり　9：40～16：00
■荒屋コミセン＝安代地区
コ ミ セ ン 文 化 祭 　 10：00～
16：00
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■市役所閉庁日
■平舘コミセン＝ビニールバ
レー大会　9：00～14：00（平舘
体育館）
■松尾コミセン＝松尾地区ふ
れあいまつり　9：00～15：00
■荒屋コミセン＝安代地区
コ ミ セ ン 文 化 祭 　 10：00～
16：00
■ 図 書 館 ＝T o m ＆T a m 
Story Time　11：00～11：30

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番
薬局（市内）大更調剤薬局・

（鹿角）花輪調剤薬局

小児救急病院
（こども／中　央）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■体育協会＝松尾地区小学
校フットサル大会　9：00～
12：00（アリーナまつお）
■ 図 書 館 ＝ 八 幡 平 短 歌 会　
13：00～15：30
■地域振興課＝市男女共同参
画フォーラム　13：00～16：00

（西根地区市民センター）

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝市民健康講
座・認知症講演会　13：00～
16：00（西根地区市民センター）
■博物館=企画展講演会「飢
饉への備えを説いた、建部清
庵」　14：00～15：00（市役所多
目的ホール棟）

▶当番医（市内）森整形外科・
（鹿角）大里医院▶当番薬局
（市内）あさひ薬局・（鹿角）
ファーマックスかづの薬局
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離婚や養育費などの悩み 
弁護士に相談しませんか

　(一社)県母子寡婦福祉連合会で

は、ひとり親家庭などを対象に弁護

士による無料法律相談を行います。

■日時　11月1３日㈫午前10時か

ら午後3時まで

■場所　西根地区市民センター

■予約・問い合わせ先　同連合会

（☎019-62３-85３9)

家庭介護する家族が学ぶ 
太りにくいからだづくり

　（福)西根会では、家庭介護者教

室を無料で開催します。教室では

調理実習も行います。

■日時　11月16日㈮午前10時半か

ら午後1時半まで
■場所　田頭コミュニティセンター

■持ち物　エプロン、三角巾

■申込期限　10月３1日㈬

■申し込み・問い合わせ先　西根

ブランチ（☎75-1255)

大切な人を亡くした 
悲しみを抱える人へ

　県精神保健福祉センターでは、

家族などを亡くし落ち込みが長く

続く人についての❶「公開講座」、

終了後に遺族を対象とした❷「こ

ころサロンＥＮＥＲＧＹ（認知行

動療法プログラム)」を開催します。

■日時 10月27日㈯❶午後1時か

ら❷2時半から4時半まで

■場所　県福祉総合相談センター

■申込期限　10月22日㈪

■申し込み・問い合わせ先　同セ

ンター（☎019-629-9617)

資格が無くても働けます 
介護助手になりませんか

　特別養護老人ホーム富士見荘で

は、介護助手養成研修を無料で開

催します。

■日時　11月17日㈯から26日㈪ま

での全5回（各回3、4時間)

■申込期限　11月10日㈯

■問い合わせ先　同所（☎78-2455)

冬休みの期間を利用して 
海外研修してみませんか

　（公財)国際青少年研修協会で

は、小学3年生から高校生までの

海外研修交流事業の参加者を募集

しています。

■日程　12月2３日㈰から平成３1年

1月4日㈮までの6から10日間

※コースにより日数は異なります。

■研修国　オーストラリア・カナ

ダ・サイパン・フィリピン・カン

ボジア

■内容　ホームステイ・クリスマ

ス体験・英語研修・文化交流など

■応募期限　11月1日㈭

■応募・問い合わせ先　同協会

（☎0３-6417-9721)

ＪＩＣＡボランティア 
2018年度秋募集を開始

　（独)国際協力機構（ＪＩＣＡ)で

は、青年海外協力隊、日系社会青年

ボランティア、シニア海外ボラン

ティア、日系社会シニア・ボラン

ティアを募集しています。

■応募期限　11月1日㈭正午

■応募方法　ＪＩＣＡボランティ

アウェブサイトから応募

■問い合わせ先　ＪＩＣＡ東北

（☎022-22３-4772)

市民を対象にした 
無料介護教室開催

　介護老人保健施設岩鷲苑では「筋

肉を鍛えて人生100まで生きる」を

テーマに介護教室を開催します。

■日時　10月26日㈮午後1時半か

ら2時半まで

■申し込み・問い合わせ先　同所

（☎76-5611)

発症しても自分らしく 
認知症セミナーを開催

　県高齢者総合支援センターで

は、認知症セミナーを無料で開催

します。

■内容　❶劇団公演「精神余命―あ

なたがアルツハイマー病を告げられ

たらどうしますか」❷講演「若年性

認知症になってから、今想うこと」

■日時　10月25日㈭❶午後1時

３5分から2時15分まで❷2時半か

ら4時まで

■会場　岩手教育会館

■申込期限　10月18日㈭

■申し込み・問い合わせ先　同セ

ンター（☎019-625-7490)

大塚富夫氏が講演します 
高齢者権利擁護セミナー

　県高齢者総合支援センターで

は、高齢者が住み慣れた地域で安

心して自分らしく生活していくた

めのセミナーを無料で開催します。

■内容　❶健康漫談❷特別講演

■日時　11月12日㈪❶午後1時10

分から2時10分まで❷2時10分か

ら3時40分まで

■会場　アイーナ７階

■定員　500人　※先着順

■申込期限　10 月22日㈪

■申し込み・問い合わせ先　同セ

ンター（☎019-625-7490)

いわて花巻空港発着 
定期便ダイヤを改正

　いわて花巻空港のダイヤが10月

28日㈰から改正されます。

　札幌・大阪・福岡線（ＪＡＬ)お

よび名古屋線（ＦＤＡ)は毎日運

行。台湾までの国際定期便（タイ

ガーエア台湾)は毎週2往復（水・

土曜日)運行しています。

　現在、往復で国際定期便を利用

の県民を対象に、パスポートの

新規取得または更新費用の一部

（5,000円)を助成しています。

■航空券予約方法　各社ホーム

ページまたはＪＡＬ（☎0570-025-

071)、ＦＤＡ（☎0570-55-0489)

■問い合わせ先　県空港利用促進

協議会（☎019-624-6３３0)

民事・家事に係わる紛争 
調停委員・弁護士に相談

　盛岡調停協会では、無料調停相

談会を行います。

■日時　10月21日㈰午前10時から

午後3時半（受付3時)まで

高齢者や障害者の悩み 
無料で相談に応じます

　岩手弁護士会では、高齢者・障が

い者なんでも110番を開催します。

■日時　11月15日㈭午後1時か

ら5時まで

■場所　県福祉総合相談センター　

※電話相談は（☎019-625-0110)へ

■内容　福祉・介護・成年後見・

高齢者虐待の問題など

■問い合わせ先　東海林法律事務

所（☎019-62３-9511)
ハロウィンジャンボと 
ジャンボミニ発売中！

　この宝くじの収益金は、市町村

の明るく住みよいまちづくりに使

われます。

■発売期限　10月2３日㈫

■問い合わせ先　（公財)県市町村

振興協会（☎019-651-３461)

10月1５日から21日まで 
違反建築防止週間です

　県では、違反建築防止週間に合

わせ、建築物の公開一斉パトロー

ルを18日に県下全域で実施します。

　また、週間中は、建築について

の相談所を設置します。

■建築相談所　▶県土整備部建

築住宅課（☎019-629-59３5)▶盛

岡広域振興局土木部（☎019-629-

6650)

税務署での申告書作成や 
個別の相談は予約が必要

　盛岡税務署での個別相談などは、

あらかじめ予約をしてください。

　なお、相続税、贈与税、譲渡所

得および財産評価に関する相談は

木曜日となります。

■予約・問い合わせ先　同署（☎

019-622-6141)音声案内で2を選択

※国税に関する相談は1を選択

働き方改革関連法説明会 
最新の内容を解説します

　岩手労働局では、働き方改革関

連法説明会を無料で開催します。

■日時　❶11月19日㈪❷12月1３日

㈭各日の午後2時から4時半まで

■会場　アイーナ 7 階

■申込期限　❶11月12日㈪❷12

月6日㈭　※定員500人で締め切り

■参加申し込み　同局ウェブサイ

トを確認ください。　

■改正に関する問い合わせ先　▶

時間外労働の上限規制や年次有給

休暇について　同局労働基準部監

督課（☎019-604-３006)▶正規・

非正規間の不合理な待遇差の禁止

について　同局雇用環境・均等室

（☎019-604-３010)

東日本大震災復興支援 
エッセイを募集します

　（特非)いわてアートサポートセ

ンターではいわて震災エッセイの

作品を募集します。応募作品の中

から数篇を選考し、入選作品集とし

て発行します。

■応募期限　10月３1日㈬消印有効

■応募方法・規定　「いわて震災

エッセイ」でＷｅｂ検索の上ご確

認ください。

■応募・問い合わせ先　同セン

ター（☎019-604-9020)

岩手県の最低賃金が改正 
時間額762円となります

　10月1日から改正された最低賃

金は、県内で働くパートタイマー、

アルバイトを含む全ての労働者に

適用されます。詳細は、岩手労働

局のホームページをご覧ください。

■問い合わせ先　同局労働基準部

賃金室（☎019-604-３008)

■場所　県民会館 4 階

■問い合わせ先　盛岡地方・家庭

裁判所事務局（☎019-622-３３50)
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この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

（８月届け出分）

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。

◎男の子

佐々木　啓
け い ま

真（謙太・智恵／東)

佐藤　快
か い せ い

星（圭介・早百合／秋葉)

針生　葉
し ょ う き

輝（祐太・詩織／荒木田)

◎女の子

吉田　凪
な ぎ さ

沙（高弘・奏美／寄木新田)

井上　陽
ひ な た

葵（智博・幸子／小福田)

武田　季
き い

衣（正太・かおり／山子沢)

原田　星
せ い ら

来（浩和・百合子／小福田)

　鈴木　翔　　　　／中平笠

　髙橋　春奈　　　／中平笠

　齋藤　幸治　　　／東

　下舘　杏佳　　　／東

　遠藤　貴幸　　　／間羽松

　小野寺　彩　　　／滝沢市

澤口　元八　　　86歳　山後

田村　正壽　　　85歳　野駄

安保　タカ　　　88歳　共新

髙橋　ミエ　　　97歳　共新

畠山　キミ　　　86歳　畑1区

村上　定夫　　　90歳　畑2区

杣澤　城臣　　　92歳　時森

小野寺　昭二　　91歳　帷子

猪川　清　　　　85歳　下町二区

八幡　儀三　　　79歳　田山下

小笠原　トキ　　90歳　松久保

遠藤　ミヨ　　　97歳　中村

津志田　政志　　87歳　共新

中軽米　久二　　96歳　下町二区

遠藤　英一　　　70歳　北村

伊藤　アサ　　　92歳　南平笠

松尾　力藏　　　87歳　松尾

戸来　正夫　　　79歳　町組

田村　きみよ　　91歳　山後

平野　モモエ　　77歳　間羽松

金澤　トメ　　　89歳　田山下

櫻場　ヨシエ　　88歳　下町一区

阿部　タツ　　　90歳　兄畑

齊藤　ハツ　　　95歳　寺田

小船　キヌ　　　89歳　秋葉

北口　光雄　　　87歳　浅沢第1

松浦　たえ子　　70歳　堀切

中軽米　忠雄　　9３歳　柏台三丁目

杉本　サツ子　　86歳　駅前二区

健 や か に

お 幸 せ に

安らかに

■交通事故発生件数など　（　)は前年同月の数

項　　目 ８月 １月からの累計

人身事故 ３（２） 18（12）

物損事故 35（46） 365（311）

負 傷 者 ３（２） 20（18）

死 者 ０（０） ３（０）

飲酒運転 ０（１） ０（２）

火 災 ０（０） ２（８）

救 急 119（125） 907（875）

■人口の動き【８月31日現在　（　）は前月比】

地　　区 人　　口 世 帯 数

西根地区 15,797（－21） 6,334（＋３）

松尾地区 5,790（＋13） 2,400（＋12）

安代地区 4,436（－７） 1,872（－２）

合　　計 26,023（－15） 10,606（＋13）

男　　性 12,544（－10）

女　　性 13,479（－５）

出生 ８ 死亡 34

転入 47 転出 36

（

（

（

◎支給額（平成３0年4月現在)

　子どもの障害の程度によって1級と2級に分

かれています。

▶1級は、身体障害者手帳1～2級程度、療育手

帳Ａ程度の精神や身体に重い障がいがある子ども

▶2級は、身体障害者手帳3～4級（4級は一部)

程度またはこれと同じくらいの精神や身体にやや

重い障がいがある子ども

◎支給時期

　手続きした月の翌月分から対象となり、4月・

８月・11月の各月11日に支給になります。

◎所得制限

　受給資格者などの前年の所得が限度額を超える

場合には、手当が支給されません。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
流
行
前
に

合
支
所
、
田
山
支
所

◎
予
防
接
種
の
前
に

　

医
療
機
関
へ
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。
接
種
で
き
る
委
託
医
療
機
関
は
、

予
診
票
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。　

　

入
院
や
入
所
な
ど
に
よ
り
市
外
で

接
種
す
る
場
合
は
︑
事
前
の
手
続
き

が
必
要
で
す
︒
印
鑑
と
予
診
票
を
持

参
し
︑
申
請
窓
口
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
︒

　

市
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
受
け
る
際
の
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
重
症
化
や

合
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
予
防
接
種
は
、
発
症
の
可
能

性
を
低
減
さ
せ
、
発
症
し
て
も
重
症

化
を
防
ぐ
こ
と
に
有
効
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

手
洗
い
・
う
が
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
と
と
も
に
予
防
接
種
を
し
、
万
全

を
期
し
ま
し
ょ
う
。

◎
助
成
対
象
接
種
期
間

　

10
月
15
日
㈪
か
ら
３1
年
1
月
３1
日

㈭
ま
で

◎
対
象
者
と
助
成
額

　

下
表
の
と
お
り

◎
申
請
と
予
診
票
の
発
行

❶
満
65
歳
以
上
の
人
に
は
、
申
請
が

無
く
て
も
予
診
票
を
送
付
（
接
種
期

間
内
に
65
歳
に
な
る
人
に
は
、
誕
生

月
の
月
末
ご
ろ
に
送
付
）
し
ま
す
。

❷
そ
れ
以
外
の
対
象
者
は
、
次
の
申

請
窓
口
で
手
続
き
の
上
、
予
診
票
を

受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
請
窓
口

　

健
康
福
祉
課
、
西
根
・
安
代
両
総

子育てＮＥＷＳ
地域福祉課児童福祉係 ☎・内線₁₁₀3

◎特別児童扶養手当とは

　精神や身体に重い障がいのある子どもを育てて

いる家庭に支給される手当です。

◎支給対象者

　20歳未満の精神や身体に重い障がいのある子ど

もの父母または父母の代わりに子どもを養育して

いる人が対象となります。ただし、子どもが施設

に入所しているときや、子どもが障害による公的

年金を受給できるときは受給できません。

◎申請手順

◎申請窓口

　地域福祉課、西根・安代両総合支所、田山支所

特別児童扶養手当とは？

健康福祉課健康推進係 ☎・内線₁₀₈₆

保健のひろば

対　象　者 回数
(上限)

助成額
（１回につき）

申 請 に 必 要
なもの

満１歳以上の幼児
（生年月日：Ｈ2₄．４．２～29．12．31）

２回 2,500円 母 子 健 康 手
帳

小学生 ２回 1,000円
中学生 １回 1,000円
満60～6₄歳で次のいずれかの人
・心臓、呼吸器、腎臓に障害（身体
障害者手帳１種１級程度）がある
・ヒト免疫不全ウィルスにより重
度の免疫低下をきたしている

１回 2,200円 身 体 障 害 者
手帳

満65歳以上の人 １回 2,200円 ※予診票は送付

表　平成₃0年度インフルエンザ予防接種の対象者別助成額など

支給区分 支給月額
（対象障がい児童１人当たり）

１級の場合 51︐700円

２級の場合 3₄︐₄30円

❶申請窓口へ
・所定の診断書用
紙を受領
・必要書類を確認

❷専門医へ
❶の診断書用
紙を持参の上、
診断を依頼

❸申請窓口へ
❷の診断書、必
要書類を持参
の上申請
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地
域
お
ここ
し

だ

力
隊

り

協

よ

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
︒
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
︒

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
︒
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
︒

サークル
　
　
　
　
・
サークル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

サークル

Vol.53

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
な
り

3
年
目
、
残
す
任
期
は
半

年
足
ら
ず
と
な
り
ま
し
た
。仕
事

に
子
育
て
に
と
慌
た
だ
し
く
も
、

こ
の
地
で
知
り
合
っ
た
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
、四
季
折
々
の
変
化

を
楽
し
み
充
実
し
た
毎
日
で
す
。

こ
の
数
年
で
私
と
共
に
働
く

馬
た
ち
も
成
長
。6
月
初

旬
か
ら
10
月
下
旬
ま
で
は
安
比

高
原「
中
の
ま
き
ば
」
で
緑
の
草

を
食は

み
つ
つ
、全
国
各
地
で
行
わ

れ
る
祭
事
や
乗
馬
・
馬
車
・
山
か

ら
木
を
出
す
馬
搬
作
業
・
ホ
ー
ス

セ
ラ
ピ
ー
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
仕

事
に
駆
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。馬

今月の担当

阿部 文子 さん

Vol.22

式典などで市内の音楽サークルと合同合唱できる

ことや合唱祭で他団体と交流できることは楽しみ

の一つです。

◎活動の効果は？

　声を出すことでストレスの解消に、曲や歌詞を覚

えることで脳活にもなっています。指揮者の工藤哲

男先生は米寿ですが、合唱に関わることで、今も元

気に私たちを指導しています。

◎今後の展開は？　

　「歌えば元気」「歌えば楽しい」をモットーに、いい

声が出せるように練習を続け、江間さん作詞の曲を

大事に歌っていきたいです。

◎活動日・場所

　毎週火曜日午後７時半から9時まで、西根地区市

民センターで練習しています。最近、新たに2人が

加わりました。興味のある人はぜひ見学に来てくだ

さい。お待ちしています。

■問い合わせ先　藤原美喜子（☎74-2465)

むらさきコーラス

◎結成何年目？結成のきっかけは？

　結成4３年目です。昭和50年の第6回岩手紫波教育

事務所管内婦人音楽祭で発表するために結成。昭和

57年に西根むらさきコーラスと名付け、合併に伴

い、むらさきコーラスと名称変更しました。

◎活動の内容は？

メンバー17人（９月１日現在）
代表：藤原 美喜子＝東＝

工藤先生指導の下、江間さ
ん作詞「しぐれる山」を練習

　主に、岩手地区合唱祭での発表を目的に活動して

います。市内の芸術祭や市民憲章などにも参加し、

名誉市民の江間章子さん作詞の曲を披露する機会

も多くあります。

◎活動の魅力は？

　毎年新しい曲を覚

え、みんなで合唱する

楽しさ、聴いてもらう

喜びを感じられること

が魅力です。また、記念

馬で引き出した木材を

使った食器類や山ブド

ウのつるで編んだ籠

中のまきばの紅葉と馬

の
数
も
馬
を
扱
え
る
人
材
も

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、人
の

歴
史
や
文
化
は
馬
と
共
に
築
い

て
き
た
と
も
言
わ
れ
る
通
り
、今

の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、そ
の
存
在

に
は
懐
か
し
く
も
新
し
い
役
割

や
力
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ず
っ
と
探
し
て
い
た
生
活
お

よ
び
活
動
拠
点
が
や
っ
と

決
ま
り
、馬
た
ち
と
の
暮
ら
し
が

こ
の
冬
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
自
然
豊
か
な
こ
の

地
で
、木
材
な
ど
の
地
域
素
材
を

生
か
し
た
暮
ら
し
方
・
働
き
方
を

実
践
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

10
月
28
・
29
日
、安
比
高
原

「
中
の
ま
き
ば
」
で
毎
年

恒
例
の
野
焼
き
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
す
。作
業
後
の
焼
き
芋
が
大

好
評
！
ど
う
ぞ
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

遺跡と紅葉を楽しむ秋のイベント遺跡と紅葉を楽しむ秋のイベント遺跡と紅葉を楽しむ秋のイベント

　学芸員が市内の遺跡を解説しながら、秋の紅葉を一

緒に楽しむ「歴史バスツアー」を開催します。

　市内にある有矢野館跡（安代)、釜石環状列石および

長者屋敷遺跡（松尾)、田頭城跡（西根)を巡ります。

　中でも長者屋敷遺跡は、推定25万平方㍍以上の縄文

時代の集落跡が確認されており、三内丸山遺跡に匹敵

するほどの規模だといわれています。また、岩手の名

水20選に選ばれている長者屋敷清水が湧き出し、多く

の人が水くみに訪れるほど人気のある場所です。

市内の遺跡を巡る歴史バスツアー 企画展関連講演会の参加者募集

　企画展「飢
き き ん

饉を生きる」に

関連した講演会を下記のと

おり開催します。

　講演会では、日本で初め

て飢饉対策をまとめ「民間

備荒録」を刊行し、飢えに苦

しむ民衆を救った岩手の偉

人・建
たけべせいあん

部清庵を紹介します。

歴史バスツアーを楽しむ
参加者（H29）

■日時　10月2３日㈫午前9

時から午後3時半まで

■定員　３0人

■参加料　200円（入館料)

■申込期限　10月16日㈫

　電話でお申し込みくだ

さい。

親子で楽しむおはなし会親子で楽しむおはなし会親子で楽しむおはなし会

落ち葉がはこんでくれたおはなし会

　幼児と保護者を対象とし

た「落ち葉がはこんでくれ

たおはなし会」を開催します。

　盛岡誠桜高校保育士専攻

科「子ども未来学科」講師の

附
つ く た せ い こ

田清子さん（八幡平市在

住)と同校学生ボランティ

アの皆さんと一緒に、絵本

の読み聞かせや作品作り体

験をします。お申し込みは不要です。お気軽に参加

ください。

■開催日　10月28日㈰

■時間　午前の部　午前10時半から正午まで

　　　　午後の部　午後1時半から3時まで

※終了予定時間より早く終わる場合があります。

■参加料　無料

第72回読書週間が始まります

標語「ホッと一息 本と一息」

　読書の秋、図書館で新しい本と出会ってみませんか。

■期間　10月27日㈯から11月9日㈮まで

◆おすすめの児童書の紹介

◎『わけあって絶滅しました』　

著者：丸山貴史　監修：今泉忠

明　出版：ダイヤモンド社

　さまざまな理由で地球上から

姿を消した生き物の絶滅原因を

紹介する図鑑です。絶滅したテ

ィラノサウルスなど70種類の生

き物が登場し、自ら絶滅に至っ

た過程や原因を語ります。

ハロウィーンのランタン作り
を楽しむ子どもたち（H29）

一関文化センター前にあ
る建部清庵の銅像（一関市
博物館より写真提供）

■日時　11月18日㈰午後2時から3時まで

■場所　市役所多目的ホール棟

■内容　演題「飢饉への備えを説いた、建部清庵」　

講師＝相馬美貴子氏（一関市博物館副館長兼学芸主

任主査)

■定員　50人

■参加料　無料

■申込期間　10月16日㈫から11月2日㈮まで
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皆さんからの情報をお寄せください。
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防災安全課　地域安全係 ☎・内線 ₁2₆2

　　　　　　消防防災係 ☎・内線 ₁2₆₄

　

全
国
地
域
安
全
運
動
は
、
10
月
11
日
㈭

か
ら
20
日
㈯
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の

機
会
に
地
域
の
安
全
・
安
心
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

　

全
国
的
に
、
子
ど
も
や
女
性
が
被
害
者

と
な
る
誘
拐
や
強
制
わ
い
せ
つ
事
件
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
声
掛
け
や
付

き
ま
と
い
な
ど
の
事
案
が
発
生
。
次
の
こ

と
に
注
意
し
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼
暗
が
り
や
人
通
り
の
少
な
い
場
所
な
ど

の
通
行
を
避
け
る
。

▼
登
下
校
の
見
守
り
活
動
を
推
進
す
る
。

▼
不
審
な
人
物
を
見
か
け
た
場
合
や
被
害

に
遭
っ
た
ら
警
察
へ
通
報
す
る
。

　

朝
夕
の
気
温
が
下
が
っ
て
く
る
と
、
暖

房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま

す
。
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
際
は
、
次
の

こ
と
を
守
っ
て
、
寒
い
時
期
を
安
全
で
快

適
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
暖
房
器
具
を
使
い
始
め
る
前
に
は
、
清

掃
や
安
全
点
検
を
行
う
。

▼
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
は
、

換
気
を
し
な
が
ら
使
用
す
る
。

▼
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
う
場
合
に
は
、
間

違
っ
て
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料
を
入
れ
な

い
よ
う
に
注
意
す
る
。

▼
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る
と
き
は
、

ス
ト
ー
ブ
を
消
し
て
か
ら
行
う
。

▼
ス
ト
ー
ブ
は
、
壁
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
か

ら
離
し
て
置
き
、
雑
誌
や
新
聞
紙
な
ど
の

燃
え
や
す
い
も
の
を
近
く
に
置
か
な
い
。

▼
ス
ト
ー
ブ
の
上
や
そ
ば
で
洗
濯
物
を
乾

か
さ
な
い
。

暖
房
器
具
は

安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う

消防

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
の
実
現
へ

防犯

■
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

　

昨
今
、
犯
人
グ
ル
ー
プ
は
、
息
子
や
孫

を
か
た
り
お
金
を
要
求
し
た
り
、
警
察
官

を
か
た
り
事
件
捜
査
を
理
由
に
預
金
の
引

き
出
し
を
要
求
し
た
り
、
被
災
地
へ
の
義

援
金
を
装
っ
た
り
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

手
口
で
皆
さ
ん
の
財
産
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

▼
お
金
に
関
す
る
要
求
は
詐
欺
と
疑
い
、

応
じ
る
前
に
家
族
や
警
察
に
相
談
す
る
。

▼
義
援
金
を
振
り
込
む
前
に
、
実
在
す
る

団
体
の
場
合
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
公
表
し
て

い
る
口
座
番
号
か
確
認
す
る
。
不
審
な
点

が
あ
っ
た
ら
警
察
へ
通
報
す
る
。

■
鍵
か
け
の
励
行

　

県
の
今
年
度
上
半
期
は
、
盗
難
に
あ
っ

た
住
宅
の
う
ち
鍵
を
か
け
ず
に
侵
入
さ
れ

た
割
合
が
７
割
を
超
え
、
鍵
を
か
け
て
い

な
い
乗
り
物
の
盗
難
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

「
こ
こ
は
大
丈
夫
」「
少
し
の
間
な
ら
」
と

油
断
せ
ず
に
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

は
、
10
月
17
日
㈬
か
ら
３1
日
㈬
ま
で
実
施

さ
れ
ま
す
。
秋
口
以
降
は
日
没
が
早
ま
り
、

夕
暮
れ
時
か
ら
は
特
に
、
歩
行
中
や
自
転

車
乗
車
中
の
高
齢
者
が
関
わ
る
交
通
事
故

が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
宅
を
訪
問
し
て

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け

交通

　

ラ
イ
ト
の
早
め
点
灯
、
原
則
上
向
き
ラ

イ
ト
走
行
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
市
は
、
こ
の
期
間
中
に
警
察
・
交
通

指
導
隊
・
交
通
安
全
協
会
・
交
通
安
全

母
の
会
と
共
に
、
高
齢
者
宅
を
訪
問
し

て
反
射
材
を
配
布
し
、
交
通
安
全
を
呼

び
掛
け
ま
す
。

平舘高生の手ほどきを受けながら染色を体験する児童たち

さまざまな模様が浮かび、きれいな紫色のハンカチが完成

市敬老会で贈られる220個の紫薫枕
が平舘高家庭クラブから市関係者
へ渡されました（８月28日、平舘高）

創業50周年を迎えた㈱高建工業から
子育て支援のため寄付金100万円が
贈呈されました（８月31日、市役所）

田山小４年生の児童９人はリンド
ウの収穫、機械を使った選別作業を
体験（８月29日、安代りんどう学習）

口元をハンカチで押さえながら一斉に避難する児童たち

地域一丸で災害に備える
市防災訓練

　市防災訓練は9月2日、豪雨による洪水や土石流、
大規模な建物火災の発生を想定し、大更小学校とそ
の周辺を会場に行われました。
　同校の児童や市消防団など14機関約900人の参加者
は、避難所開設および運営訓練、各種体験訓練など
を通して防災意識を高めました。
　煙体験を終えた中村妃

ひ ま り

茉利さん（同校2年)は「出
口しか見えなくて火事の怖さが分かった」と安堵の
表情を浮かべていました。

紫根染体験で児童と交流
平舘高家庭クラブの出前授業

　平舘高家庭クラブに所属する1～3年生の1３人は
9月21日、同クラブが研究や継承に取り組む紫

し こ ん ぞ め

根染
の出前授業を平舘小学校で行い、6年生の児童22人
に地元の伝統文化を伝えました。
　授業では、同クラブの生徒が輪ゴムやビー玉、割
り箸などを使って絞り模様を入れる技法を児童に手
ほどきし、鮮やかな紫色の模様に染め上げました。
　児童が染め上げたハンカチは、10月27日の平舘高文
化祭「紫

し く ん さ い

薫祭」で展示された後、児童に贈られます。
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

小学生を対象としたミニロボット
プログラミング操作体験（９月15
日、大更コミュニティセンター）

言葉より迎える心が大事
第２回インバウンドおもてなしセミナー

　㈱八幡平DMOは８月３0日、西根地区市民センター
で、外国人観光客の受け入れを学ぶセミナーを開き、
観光業などに携わる約50人が参加しました。
　講師は、東京都谷中「澤の屋旅館」館主の澤 功

いさお

氏。
異文化に戸惑い、学びながら、３7年間で92カ国、延べ
18万9000人の外国人観光客をおもてなししてきた取
り組みや「迎える心」の大切さを参加者へ伝えました。
　DMOでは10月24日㈬、11月21日㈬に外国人対応や
接客を学ぶセミナーを開催する予定です。おもてなしの心で迎えることの大切さを伝える澤さん

魅力伝える秀逸ポスター
さすらい合宿（フリーランスによる合宿）

　東京圏などで活躍するフリーランスが、本市の魅力
を伝える観光用ポスターの作成に取り組む「さすらい
合宿」が、9月14日から2泊3日で行われました。
　デザイナーやライターなどの８人が2人1組の
チームを結成。初日は焼走り熔岩流や松川渓谷などの
市内見学でイメージを膨らませ、2日目は終日作業に
打ち込みました。最終日にはコンテストが開かれ、優
秀作品は各種イベントや市内の駅に飾り、市のPRポ
スターとして活用します。 優秀作品をバックに参加者と関係者で「八（ハチ）」ポーズ

「ダイナマイト」と一斉唱和でフィナーレを飾りました

ダイナマイト有終の美
IWATEハチマンタイダイナマイト THE FINAL

　全国のご当地ヒーローが集まるイベント「IWATE
ハチマンタイダイナマイト」は9月16日、さくら公園
で開かれ、10年間の歴史に幕を下ろしました。
　市のローカルヒーロー「岩

が ん じ ゅ ご し ん

鷲護神ハチマンタイ
ラー」を筆頭に、県内外からヒーローやゆるキャラが
参加。イベント終了を惜しむたくさんの家族連れが
集まり、ステージに熱い視線と声援を送りました。
　イベントは終わりますが、これからも市の平和を
ハチマンタイラーは守り続けます。

高速インターネット環境サービス
エリア拡大をＮＴＴへ要望しまし
た（９月５日、市役所）

約300人の選手が松尾総合運動公園
で熱戦を展開（９月６日、第11回り
んどう杯グラウンド・ゴルフ大会）

９月10日で100歳を迎えられた
斉藤キヱさん＝畑１区＝これから
もお元気で（27日、あしろ苑）

市内高齢者の長寿祝う
市敬老会

　市敬老会は9月3日から9日まで、市内10地区で
開催され、市内在住の75歳以上の5,892人中1,82３人
が出席し、長寿を祝いました。
　市は77歳の３86人へ記念品を、平舘高家庭クラ
ブは、卒寿を迎えられる89歳の220人へ手作りの
紫
し く ん ま く ら

薫枕を贈呈。紫薫枕を受け取った出席者は、うれ
しそうに感触を確かめていました。
　祝宴では、地域の子どもや有志らが歌や踊りなど
を披露し、出席者たちは笑顔で応えていました。 紫薫枕を贈られる89歳の出席者（田山地区）

地域祭りで伝統を継承
第32回曲田地区祭典

　曲田地区祭典は9月2３日、曲田自治公民館周辺で
開かれ、市指定無形民俗文化財「曲田先祓

は ら

い」を披露
し、地域の安全や五穀豊穣を祈りました。
　踊り手を務めた安代中2年の齋藤愛

え み

美さんは「自
分より年下の子たちの面倒を見ながらの練習は大変
だったけど、地域の人たちに見てもらえてうれしい。
来年も頑張りたい」と声を弾ませました。
　公民館では住民らが、手作りのごちそうを囲みなが
ら親睦を深め、伝統の保存、継承を誓い合いました。

９月20日で100歳を迎えられた
澤口スヱさん＝わし森＝これから
もお元気で（20日、ホスピー滝沢）

100年先も幸せなまちへ
平舘青商会と市長とのフリートーク

　平舘青商会は８月29日「今日生まれた子が100年幸
せなまちづくり」をテーマに作成したプロジェクト
案を基に「市長とのフリートーク」を開催しました。
　ＪＡ新いわて西根北支所移転後の跡地に複合的な
道の駅の設置などの構想を挙げ、自分たちが何をす
べきか田村正彦市長に助言を求めるなど、前向きに
意見交換を行いました。工藤哲雄会長は「いただいた
アドバイスを基に、地域振興協議会や地域の皆さん
と進めていきたい」と期待を膨らませました。田村市長のアドバイスを真剣に受け止める参加者

住民らに見守られながら勇壮な舞いを奉納（正
せ い か ん ぜ お ん

観世音神社）
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「
今
ま
で
の
努
力
が
認
め
ら
れ
た
よ

う
で
、
顔
を
見
合
わ
せ
て
泣
い
て
喜
び

ま
し
た
」と
笑
顔
を
浮
か
べ
る
の
は
、

８
月
１
日
と
２
日
の
両
日
、
石
川
県
金

沢
市
で
開
か
れ
た
第
1３
回
若
年
者
も

の
づ
く
り
競
技
大
会
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン
職
種
で
最
高
賞
の
金

賞
・
厚
生
労
働
大
臣
賞
に
輝
い
た
安

保
星
奈
さ
ん
と
、
同
じ
く
銅
賞
に
輝
い

た
工
藤
美
也
香
さ
ん
。

　

同
大
会
で
2
人
は
、
架
空
の
世
界
各

国
で
開
催
さ
れ
る
１
３
０
回
目
の
金

沢
工
芸
品
展
覧
会
を
宣
伝
す
る
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
や
ウ
ェ
ブ
画
像
、

ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
課
題

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
安
保
さ
ん
の
作

品
は「
雲
」で
日
本
文
化
を
表
現
し
、
金

沢
工
芸
品
で
あ
る
金
細
工
、
加
賀
友

禅
、
漆
器
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
デ

ザ
イ
ン
で
す
。
ま
た
、
文
字
の
大
き
さ

や
配
置
を
工
夫
し
、
表
を
用
い
る
な

ど
、
内
容
の
分
か
り
や
す
さ
に
も
配
慮

し
ま
し
た
。
工
藤
さ
ん
の
作
品
は
、
金

沢
駅
に
あ
る
鼓
つ
づ
み
も
ん
門
の
画
像
や
１
３
０

の
数
字
を
大
き
く
配
置
し
て
目
立
た

せ
、
一
目
で
興
味
を
引
く
よ
う
に
工
夫

し
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

　

2
人
は
同
校
の
金
田
麻
由
美
主
任

講
師
指
導
の
下
、
今
年
の
４
月
か
ら
放

課
後
や
休
日
の
時
間
を
割
い
て
特
訓

を
積
み
、
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
安
保

さ
ん
は
「
目
標
に
向
か
っ
て
互
い
に

切せ

っ

さ磋
琢た

く

ま磨
し
、
苦
し
い
と
き
は
３
人
で

励
ま
し
合
っ
て
乗
り
越
え
る
こ
と
が

で
き
た
」と
感
謝
し
ま
し
た
。

　

来
春
、
安
保
さ
ん
は
盛
岡
市
の
企
業

へ
、
工
藤
さ
ん
は
北
上
市
の
企
業
へ
就

職
予
定
で
す
。
２
人
は「
今
ま
で
学
ん

で
き
た
デ
ザ
イ
ン
の
技
術
を
、
仕
事
で

生
か
し
た
い
」と
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

同大会で作成した安保さんの
作品（左）と工藤さんの作品

第
13
回
若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
職
種

　安保星奈さんと工藤美也香さんは平成10年生まれ。

2人は不来方高校普通科の芸術学系美術工芸コース

を卒業後、29年4月に県立産業技術短期大学校（矢巾

町)産業デザイン科へ入学し、デザインを学び創造力

を磨いてきた。現在、同科の2年生。８月1日と2

日の両日に行われた第1３回若年者ものづくり競技大

会のグラフィックデザイン職種に出場し、安保さん

は金賞・厚生労働大臣賞、工藤さんは銅賞に輝いた。

工
藤 

美
也
香 
さ
ん

く
ど
う
・
み
や
か 

20
歳 

＝
駅
前
二
区
＝

銅
賞
受
賞

切
磋
琢
磨
し
た
技
術
を
将
来
の
仕
事
に
生
か
す

安
保 

星
奈 

さ
ん（
左
）

あ
ん
ぼ
・
せ
な 

20
歳 

＝
田
山
下
＝

金
賞
・
厚
生
労
働
大
臣
賞
受
賞


